
(57)【要約】

【課題】インパクトレンチにマーキング手段を設け、ボ

ルトの締付け作業および締付け状態の確認を効率的に行

う。

【解決手段】マーキング手段４６にインクカートリッジ

４７を備える押捺スポンジを用いることにより、インク

カートリッジ４７から一定量のインクを押捺スポンジに

供給して、複数のボルト頭部９に対し連続的にマーキン

グ作業を行うことが可能となる。押捺スポンジからボル

ト頭部９へと塗布されるインクは、ソケット１３の内部

に格納されており、ソケット１３の外部から供給される

構成を採らないので、従来の如く、ソケット外部からイ

ンクを供給する際に、供給管路にインクの目詰まりを生

ずるといった問題は発生しない。なお、マーキング手段

４６を、ボルト頭部９へと接近させるためのピストン３

２の駆動力は、エア管路２２によって供給されるエアの

背圧から得ている。

【選択図】　　　図３
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
ボ ル ト の 締 付 け ト ル ク が 規 定 値 に 達 し た 時 点 で 、 エ ア モ ー タ へ の エ ア の 供 給 を 停 止 す る シ
ャ ッ ト オ フ バ ル ブ を 、 エ ア の 供 給 回 路 中 に 備 え る イ ン パ ク ト レ ン チ で あ っ て 、
ボ ル ト 頭 部 と 嵌 合 す る 凹 部 の 奥 方 に 、 エ ア 圧 に よ っ て 軸 方 向 へ と 駆 動 さ れ る ピ ス ト ン お よ
び 当 該 ピ ス ト ン に 駆 動 さ れ る マ ー キ ン グ 手 段 を 内 蔵 し 、 外 周 面 に 前 記 ピ ス ト ン へ の 連 通 路
を 開 口 す る 円 筒 状 ソ ケ ッ ト と 、
前 記 シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ を 閉 じ る こ と に よ り 上 昇 す る エ ア の 背 圧 を 取 出 し 、 前 記 ピ ス ト ン
へ と 送 る た め の エ ア 管 路 と 、
前 記 円 筒 状 ソ ケ ッ ト の 外 周 面 を 回 転 可 能 に 密 閉 保 持 し 、 か つ 、 前 記 外 周 面 に 開 口 す る 前 記
ピ ス ト ン へ の 連 通 路 を 前 記 エ ア 管 路 と 連 通 さ せ る ソ ケ ッ ト 保 持 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と
す る イ ン パ ク ト レ ン チ 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 円 筒 状 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 ピ ス ト ン に 前 記 凹 部 と 嵌 合 す る ボ ル ト の 頭 部 に 接 近 す る 方 向
へ と 前 記 エ ア の 背 圧 を 作 用 さ せ る エ ア 回 路 と 、
当 該 エ ア に よ る 駆 動 力 に 対 向 す る 当 該 駆 動 力 よ り も 小 さ な 弾 性 力 を 、 前 記 ピ ス ト ン に 付 与
す る バ ネ と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の イ ン パ ク ト レ ン チ 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 ピ ス ト ン は 有 底 筒 状 を な し 、 そ の 開 放 端 を 前 記 凹 部 と 嵌 合 す る ボ ル ト の 頭 部 に 向 け て
配 置 し 、 そ の 内 筒 部 に 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 を 配 置 し て 当 該 マ ー キ ン グ 手 段 と ピ ス ト ン 底 部
と の 間 に 圧 縮 バ ネ を 介 在 さ せ 、
当 該 圧 縮 バ ネ の 弾 性 力 に 対 向 す る 比 較 的 小 さ な 弾 性 力 を 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 に 付 与 す る バ
ネ を 、 前 記 円 筒 状 ソ ケ ッ ト に 設 け た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の イ ン パ ク ト レ ン チ 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 マ ー キ ン グ 手 段 は イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ を 備 え る 押 捺 ス ポ ン ジ で あ る こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の イ ン パ ク ト レ ン チ 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 マ ー キ ン グ 手 段 は 打 撃 ピ ン で あ る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の イ ン パ ク
ト レ ン チ 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 、 イ ン パ ク ト レ ン チ の 改 良 に 関 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
従 来 か ら 、 ボ ル ト を 所 定 の ト ル ク で 締 付 け た 証 拠 と し て 、 ボ ル ト に マ ー キ ン グ を 施 す 手 段
が 、 様 々 に 考 案 さ れ て い る 。 例 え ば 、 プ リ セ ッ ト 型 ト ル ク レ ン チ に 、 締 付 け ト ル ク が 所 定
値 に 達 し た 時 の ト グ ル 動 作 に 伴 っ て 作 動 す る エ ア マ イ ク ロ ス イ ッ チ と 、 そ の 開 閉 に よ り 作
動 す る エ ア シ リ ン ダ と を 設 け 、 当 該 エ ア シ リ ン ダ に よ り ボ ル ト の 頭 部 に 対 し マ ー キ ン グ 手
段 を 押 付 け る も の が 発 明 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 。 ） 。 ま た 、 ト ル ク リ ミ ッ
タ 付 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 締 付 け 機 に お い て 、 ソ ケ ッ ト の ボ ル ト 頭 部 を 嵌 合 す る 凹 部 内 に マ ー キ
ン グ を 突 出 さ せ 、 ボ ル ト 頭 部 を ソ ケ ッ ト に 嵌 合 す る 時 点 で ボ ル ト 頭 部 に マ ー キ ン グ を 施 す
も の が 発 明 さ れ て い る （ 例 え ば 、 特 許 文 献 ２ 参 照 。 ） 。
さ ら に 、 図 ５ に 示 す 例 は 、 ナ ッ ト ラ ン ナ ー １ の 、 ソ ケ ッ ト ２ を 駆 動 す る 回 転 軸 ３ に 、 貫 通
穴 ４ を 設 け 、 締 付 け 完 了 信 号 を ト リ ガ ー と し て 塗 料 を 導 入 す る 塗 料 噴 射 装 置 ５ か ら 、 貫 通
穴 ４ に 塗 料 を 噴 射 し 、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト に 塗 料 を マ ー キ ン グ す る こ と を 可 能 と し た も の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】
特 開 昭 ６ ２ － １ ３ ０ １ ８ ２ 号 公 報 （ 第 １ 頁 、 図 ３ ）
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【 特 許 文 献 ２ 】
特 開 平 ９ － １ ４ ７ ２ 号 公 報 （ 請 求 項 １ 、 図 １ ）
【 ０ ０ ０ ４ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 上 記 従 来 技 術 は 、 各 々 以 下 の よ う な 課 題 を 包 含 し て い た 。 ま ず 、 プ リ セ ッ
ト 型 ト ル ク レ ン チ に マ ー キ ン グ 手 段 を 設 け た も の は 、 あ く ま で も ト ル ク 検 査 用 手 工 具 で あ
る た め 、 ボ ル ト 締 付 け 作 業 は 別 の 動 力 工 具 で 行 う 必 要 が あ り 、 作 業 者 は そ の 都 度 工 具 を 持
ち 替 え な け れ ば な ら な い と い っ た 、 作 業 上 の 煩 わ し さ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
一 方 、 ト ル ク リ ミ ッ タ 付 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 締 付 け 機 に マ ー キ ン グ 手 段 を 設 け た も の は 、 ボ ル
ト 頭 部 を ソ ケ ッ ト に 嵌 合 す る 時 点 で ボ ル ト 頭 部 に マ ー キ ン グ を 施 す 、 即 ち 、 ボ ル ト の 締 付
け を 行 う 前 に ボ ル ト 頭 部 に マ ー キ ン グ を 施 す も の で あ る が 、 実 用 上 マ ー キ ン グ を 施 し た ボ
ル ト が 締 付 け 不 良 と な っ て い る と い っ た 問 題 を 生 じ る こ と は 少 な い と 考 え ら れ る 。 理 由 は
、 ボ ル ト ・ ナ ッ ト 締 付 け 機 は 、 駆 動 反 力 が 内 力 で 相 殺 さ れ る の で 大 ト ル ク で の 締 付 け が 可
能 で あ り 、 ト ル ク リ ミ ッ タ に よ り 回 転 停 止 制 御 を 行 う も の で あ る こ と か ら 、 何 ら か の 理 由
で 作 業 を 中 断 し な い 限 り 、 マ ー キ ン グ を 施 し た ボ ル ト は 必 ず 所 定 の 締 付 け ト ル ク で 締 付 け
ら れ る か ら で あ る 。
し か し な が ら 、 例 え ば 、 イ ン パ ク ト レ ン チ に お い て 、 こ れ と 同 様 に ボ ル ト 頭 部 を ソ ケ ッ ト
に 嵌 合 す る 時 点 で ボ ル ト 頭 部 に マ ー キ ン グ を 施 す こ と と す る と 、 締 め 付 け 完 了 の 判 断 が 作
業 者 に よ っ て ば ら つ く 余 地 が あ り 、 規 定 の 締 付 け ト ル ク で 締 付 け た 証 拠 と し て の マ ー キ ン
グ の 信 頼 性 を 確 保 す る こ と が 容 易 で は な い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
ま た 、 図 ５ に 示 す 例 で は 、 塗 料 噴 射 装 置 ５ が 工 具 本 体 側 （ 非 回 転 部 ） か ら 、 塗 料 を 回 転 軸
３ の 貫 通 穴 ４ へ と 送 る た め の 通 路 ６ や 、 通 路 ６ と 貫 通 穴 ４ と の 連 結 部 ７ 等 に 、 塗 料 の 目 詰
ま り が 生 じ 易 い と い っ た 問 題 が あ る 。 ま た 、 供 給 さ れ た 塗 料 が 回 転 軸 ３ の 貫 通 穴 ４ を 通 過
し て ボ ル ト ８ の 頭 部 ９ へ と 円 滑 に 塗 布 さ れ る た め に は 、 連 結 部 ７ を 回 転 軸 ３ の 端 部 に 置 く
こ と が 必 要 不 可 欠 で あ り 、 か か る 構 造 を 採 る こ と が 可 能 な ラ ン ナ ー タ イ プ の ボ ル ト 締 付 け
装 置 に そ の 適 用 が 限 ら れ る と い っ た 問 題 も あ っ た 。 さ ら に 、 塗 料 タ ン ク 、 ベ ン チ ュ リ ー バ
ル ブ 、 配 管 チ ュ ー ブ 、 塗 料 調 整 弁 な ど で 構 成 さ れ る マ ー キ ン グ 手 段 は 、 そ の 構 成 が 複 雑 で
高 価 と な る と い っ た 弊 害 も あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
本 発 明 は 上 記 課 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 そ の 目 的 と す る と こ ろ は 、 イ ン パ ク ト レ
ン チ に マ ー キ ン グ 手 段 を 設 け 、 作 業 者 が 工 具 を 持 ち 替 え る こ と な く ボ ル ト の 締 付 け 作 業 お
よ び 締 付 け 作 業 完 了 の マ ー キ ン グ を 行 う こ と を 可 能 と し 、 ボ ル ト の 締 付 け 作 業 お よ び 締 付
け 状 態 の 確 認 を 効 率 的 に 行 う こ と を 可 能 と す る こ と に あ る 。 ま た 、 簡 単 な 構 造 の マ ー キ ン
グ 手 段 を 構 成 す る こ と で 、 保 守 管 理 を 容 易 と し か つ 故 障 の 発 生 も 少 な く 、 信 頼 性 の 高 い マ
ー キ ン グ 機 能 付 き ボ ル ト 締 付 け 手 段 を 提 供 す る こ と に あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 課 題 を 解 決 す る た め の 、 本 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る イ ン パ ク ト レ ン チ は 、 ボ ル ト の 締 付
け ト ル ク が 規 定 値 に 達 し た 時 点 で 、 エ ア モ ー タ へ の エ ア の 供 給 を 停 止 す る シ ャ ッ ト オ フ バ
ル ブ を 、 エ ア の 供 給 回 路 中 に 備 え る イ ン パ ク ト レ ン チ で あ っ て 、 ボ ル ト 頭 部 と 嵌 合 す る 凹
部 の 奥 方 に 、 エ ア 圧 に よ っ て 軸 方 向 へ と 駆 動 さ れ る ピ ス ト ン お よ び 当 該 ピ ス ト ン に 駆 動 さ
れ る マ ー キ ン グ 手 段 を 内 蔵 し 、 外 周 面 に 前 記 ピ ス ト ン へ の 連 通 路 を 開 口 す る 円 筒 状 ソ ケ ッ
ト と 、 前 記 シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ を 閉 じ る こ と に よ り 上 昇 す る エ ア の 背 圧 を 取 出 し 、 前 記 ピ
ス ト ン へ と 送 る た め の エ ア 管 路 と 、 前 記 円 筒 状 ソ ケ ッ ト の 外 周 面 を 回 転 可 能 に 密 閉 保 持 し
、 か つ 、 前 記 外 周 面 に 開 口 す る 前 記 ピ ス ト ン へ の 連 通 路 を 前 記 エ ア 管 路 と 連 通 さ せ る ソ ケ
ッ ト 保 持 部 と を 備 え る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 ボ ル ト の 締 付 け ト ル ク が 規 定 ト ル ク に 達 し た 時 点 で エ ア モ ー タ を 自 動 停
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止 さ せ る た め の 、 前 記 シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ を 閉 じ る こ と に よ り 上 昇 す る エ ア の 背 圧 を 、 前
記 エ ア 管 路 に よ っ て 、 前 記 ソ ケ ッ ト に 内 蔵 し た ピ ス ト ン へ と 送 り 、 そ の 駆 動 に 利 用 す る 。
そ し て 、 ボ ル ト の 締 付 け ト ル ク が 規 定 ト ル ク に 達 し た 後 に 、 前 記 ピ ス ト ン に 駆 動 さ れ る マ
ー キ ン グ 手 段 に よ り 、 ボ ル ト 頭 部 に マ ー キ ン グ を 施 す こ と が で き る 。 前 記 ソ ケ ッ ト へ と 供
給 さ れ る も の は あ く ま で も エ ア で あ る こ と か ら 、 エ ア 管 路 中 に 目 詰 ま り を 起 こ す と い っ た
不 具 合 は 生 じ な い 。
ま た 、 前 記 ソ ケ ッ ト 保 持 部 は 、 前 記 円 筒 状 ソ ケ ッ ト の 外 周 面 を 回 転 可 能 に 密 閉 保 持 し 、 か
つ 、 前 記 円 筒 状 ソ ケ ッ ト の 外 周 面 に 開 口 す る 前 記 ピ ス ト ン と の 連 通 路 を 前 記 エ ア 管 路 と 連
通 さ せ る も の で あ る こ と か ら 、 ボ ル ト の 締 付 け に 必 要 な 前 記 ソ ケ ッ ト の 回 転 を 阻 害 す る こ
と な く 、 前 記 ソ ケ ッ ト に 内 蔵 し た ピ ス ト ン へ と エ ア の 背 圧 を 供 給 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る イ ン パ ク ト レ ン チ は 、 請 求 項 １ 記 載 の イ ン パ ク ト レ ン チ に
お い て 、 前 記 円 筒 状 ソ ケ ッ ト は 、 前 記 ピ ス ト ン に 前 記 凹 部 と 嵌 合 す る ボ ル ト の 頭 部 に 接 近
す る 方 向 へ と 前 記 エ ア の 背 圧 を 作 用 さ せ る エ ア 回 路 と 、 当 該 エ ア に よ る 駆 動 力 に 対 向 す る
当 該 駆 動 力 よ り も 小 さ な 弾 性 力 を 、 前 記 ピ ス ト ン に 付 与 す る バ ネ と を 備 え る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
本 発 明 に よ れ は 、 前 記 ソ ケ ッ ト の ボ ル ト 頭 部 と 嵌 合 す る 凹 部 の 奥 方 に 設 け た マ ー キ ン グ 手
段 を 、 ボ ル ト 頭 部 へ と 接 近 さ せ る た め の 前 記 ピ ス ト ン の 駆 動 力 を 、 前 記 エ ア 管 路 か ら 供 給
さ れ る エ ア の 背 圧 に よ っ て 得 る と 共 に 、 当 該 マ ー キ ン グ 手 段 を ボ ル ト 頭 部 か ら 離 間 さ せ 原
位 置 へ と 戻 す た め の 駆 動 力 を 、 前 記 バ ネ に よ っ て 得 る こ と で 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 の 駆 動
構 造 の 単 純 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ３ に 係 る イ ン パ ク ト レ ン チ は 、 請 求 項 ２ 記 載 の イ ン パ ク ト レ ン チ に
お い て 、 前 記 ピ ス ト ン は 有 底 筒 状 を な し 、 そ の 開 放 端 を 前 記 凹 部 と 嵌 合 す る ボ ル ト の 頭 部
に 向 け て 配 置 し 、 そ の 内 筒 部 に 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 を 配 置 し て 当 該 マ ー キ ン グ 手 段 と ピ ス
ト ン 底 部 と の 間 に 圧 縮 バ ネ を 介 在 さ せ 、 当 該 圧 縮 バ ネ の 弾 性 力 に 対 向 す る 比 較 的 小 さ な 弾
性 力 を 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 に 付 与 す る バ ネ を 、 前 記 円 筒 状 ソ ケ ッ ト に 設 け た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 と ピ ス ト ン 底 部 と の 間 に 圧 縮 バ ネ を 介 在 さ せ る こ と
に よ り 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 を 前 記 ピ ス ト ン に 対 し 浮 動 支 持 し て い る 。 そ し て 、 前 記 ピ ス
ト ン の 作 動 ス ト ロ ー ク を 変 更 す る こ と な く 、 高 さ の 異 な る ボ ル ト 頭 部 に 対 す る 、 前 記 マ ー
キ ン グ 手 段 の 当 接 圧 力 の 適 正 化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
こ こ で 、 前 記 ピ ス ト ン の 駆 動 を 開 始 し て か ら 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 が ボ ル ト 頭 部 に 当 接 す る
ま で の 間 は 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 と ピ ス ト ン 底 部 と の 間 に 設 け た 圧 縮 バ ネ は 縮 む こ と な く
、 前 記 圧 縮 バ ネ の 弾 性 力 に 対 向 す る 比 較 的 小 さ な 弾 性 力 を 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 に 付 与 す る
バ ネ が 縮 ん で 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 と 前 記 ピ ス ト ン と の 位 置 関 係 を 保 ち つ つ 、 前 記 マ ー キ
ン グ 手 段 を ボ ル ト 頭 部 へ と 接 近 さ せ る 。 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 が ボ ル ト 頭 部 に 当 接 し た 後 は
、 前 記 圧 縮 バ ネ が 縮 み 、 前 記 ピ ス ト ン 底 部 と 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 と の 距 離 を 縮 め 、 ボ ル ト
頭 部 の 高 さ の バ ラ ツ キ の 分 を 吸 収 す る 。 一 方 、 当 該 マ ー キ ン グ 手 段 を ボ ル ト 頭 部 か ら 離 間
さ せ る 際 に は 、 ま ず 、 前 記 圧 縮 バ ネ が 元 の 状 態 ま で 伸 び 、 そ の 後 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 の
ボ ル ト 頭 部 へ の 接 近 時 に 縮 ん だ バ ネ の 弾 性 力 に よ っ て 、 後 退 す る 前 記 ピ ス ト ン に 前 記 マ ー
キ ン グ 手 段 を 追 従 さ せ 、 原 位 置 へ と 戻 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ４ に 係 る イ ン パ ク ト レ ン チ は 、 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の イ ン パ ク ト
レ ン チ に お い て 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 は イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ を 備 え る 押 捺 ス ポ ン ジ と し た
も の で あ る 。
本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ か ら 一 定 量 の イ ン ク を 前 記 押 捺 ス ポ ン ジ に 供 給
し て 、 複 数 の ボ ル ト 頭 部 に 対 し 連 続 的 に マ ー キ ン グ 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 な お 、
前 記 押 捺 ス ポ ン ジ の 硬 度 が 比 較 的 低 い 場 合 に は 、 前 記 押 捺 ス ポ ン ジ 自 体 の 変 形 に よ っ て 、
高 さ の 異 な る ボ ル ト 頭 部 に 対 す る 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 の 当 接 圧 力 の 適 正 化 を 図 る こ と が
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可 能 で あ り 、 請 求 項 ３ 記 載 の ピ ス ト ン に 対 す る マ ー キ ン グ 手 段 の 浮 動 支 持 構 造 は 不 要 で あ
る 。 一 方 、 前 記 押 捺 ス ポ ン ジ の 硬 度 が 比 較 的 高 い 場 合 に は 、 請 求 項 ３ 記 載 の ピ ス ト ン に 対
す る マ ー キ ン グ 手 段 の 浮 動 支 持 構 造 を 採 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ５ 】
ま た 、 本 発 明 の 請 求 項 ５ に 係 る イ ン パ ク ト レ ン チ は 、 請 求 項 ２ ま た は ３ 記 載 の イ ン パ ク ト
レ ン チ に お い て 、 前 記 マ ー キ ン グ 手 段 は 打 撃 ピ ン と し た も の で あ る 。
本 発 明 に よ れ ば 、 前 記 打 撃 ピ ン に よ っ て ボ ル ト 頭 部 に 窪 み を 形 成 す る こ と で 、 複 数 の ボ ル
ト 頭 部 に 対 し 連 続 的 に マ ー キ ン グ 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。 な お 、 マ ー キ ン グ を す べ
き ボ ル ト 頭 部 の 高 さ を 一 定 に 制 限 す る 場 合 に は 、 請 求 項 ３ 記 載 の ピ ス ト ン に 対 す る マ ー キ
ン グ 手 段 の 浮 動 支 持 構 造 は 不 要 で あ る 。 一 方 、 高 さ の 異 な る ボ ル ト 頭 部 に マ ー キ ン グ を 施
す 必 要 が あ る 場 合 に は 、 請 求 項 ３ 記 載 の ピ ス ト ン に 対 す る マ ー キ ン グ 手 段 の 浮 動 支 持 構 造
を 採 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ６ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
以 下 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 説 明 す る 。 こ こ で 、 従 来 技 術 と 同 一 部 分
若 し く は 相 当 す る 部 分 に つ い て は 同 一 符 号 で 示 し 、 詳 し い 説 明 を 省 略 す る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
図 １ に は 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る イ ン パ ク ト レ ン チ １ １ を 示 し て い る 。 ま た 図 ２ に は
、 イ ン パ ク ト レ ン チ １ １ に 内 蔵 さ れ た エ ア の 供 給 回 路 を 概 略 的 に 図 示 し て い る 。
イ ン パ ク ト レ ン チ １ １ の 本 体 １ ２ に は 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 駆 動 手 段 と し て エ ア モ ー タ １ ４ が
内 蔵 さ れ て い る 。 ま た 、 グ リ ッ プ 部 １ ５ に は 、 エ ア 供 給 口 １ ６ か ら 供 給 さ れ た 圧 縮 エ ア を
、 エ ア モ ー タ １ ４ へ と 送 る た め の 操 作 を 行 う ト リ ガ １ ７ が 設 け ら れ て い る 。 そ し て 、 ト リ
ガ １ ７ に よ っ て 開 閉 操 作 さ れ る ト リ ガ バ ル ブ １ ８ と 、 エ ア モ ー タ １ ４ と の 間 に は 、 ボ ル ト
の 締 付 け ト ル ク が 規 定 値 に 達 し た 時 点 で 、 エ ア モ ー タ へ の エ ア の 供 給 を 停 止 す る シ ャ ッ ト
オ フ バ ル ブ １ ９ が 設 け ら れ て い る 。 さ ら に 、 ト リ ガ バ ル ブ １ ８ と シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ １ ９
と の 間 に は 、 シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ １ ９ を 閉 じ る こ と に よ っ て 上 昇 す る エ ア 回 路 中 の エ ア の
背 圧 を 逃 が す た め の 分 岐 管 路 ２ ０ を 設 け て い る 。 そ し て 、 分 岐 管 路 ２ ０ へ と 逃 げ た エ ア は
、 例 え ば 本 体 １ ２ の 後 部 に 設 け た 背 圧 信 号 出 力 口 ２ １ か ら 取 出 さ れ 、 エ ア 管 路 ２ ２ を 介 し
て 、 ソ ケ ッ ト １ ３ へ と 送 ら れ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
図 ３ に は 、 図 １ に 符 号 Ａ で 示 す 二 点 鎖 線 で 囲 ん だ 部 分 の 構 造 を 断 面 で 図 示 し て い る 。 ま た
、 図 ４ に は 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 外 観 を 立 体 的 に 示 し て い る 。
ソ ケ ッ ト １ ３ は 円 筒 状 を な し 、 そ の 基 端 部 ２ ３ に は 、 エ ア モ ー タ １ ４ （ 図 ２ ） に 駆 動 さ れ
る 出 力 角 軸 ２ ４ と 嵌 合 す る た め の 角 穴 ２ ５ を 形 成 し て い る 。 ま た 、 基 端 部 ２ ３ と 出 力 角 軸
２ ４ と を 貫 通 す る 貫 通 穴 ２ ６ 、 ２ ７ を 設 け 、 貫 通 穴 ２ ６ 、 ２ ７ に 抜 け 止 め 用 の ピ ン ２ ８ を
挿 入 す る こ と で 、 ソ ケ ッ ト １ ３ は イ ン パ ク ト レ ン チ １ １ に 対 し 着 脱 可 能 に 固 定 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
ソ ケ ッ ト １ ３ の 先 端 部 ２ ９ に は 、 ボ ル ト 頭 部 ９ と 嵌 合 す る 断 面 六 角 状 の 凹 部 ３ ０ を 形 成 し
て い る 。 ま た 、 凹 部 ３ ０ の 奥 方 に は 空 洞 ３ １ を 設 け 、 空 洞 ３ １ を シ リ ン ダ 室 と す る ピ ス ト
ン ３ ２ を 内 蔵 し て い る 。 ピ ス ト ン ３ ２ は 有 底 筒 状 を な し て お り 、 そ の 開 放 端 を 凹 部 ３ ０ と
嵌 合 す る ボ ル ト の 頭 部 ９ に 向 け て 配 置 し て い る 。 ピ ス ト ン ３ ２ の 開 放 端 に 設 け た フ ラ ン ジ
３ ３ は 、 空 洞 ３ １ に 形 成 し た 段 部 ３ ４ と 当 接 し て 、 ピ ス ト ン ３ ２ の 作 動 ス ト ロ ー ク の 一 端
部 を 画 定 し て い る 。 さ ら に 、 フ ラ ン ジ ３ ３ と 、 凹 部 ３ ０ に 捩 じ 込 ま れ る 止 め ネ ジ ３ ５ と の
間 に 、 バ ネ ３ ６ を 配 置 し て い る 。 バ ネ ３ ６ は 、 エ ア の 背 圧 に よ る ピ ス ト ン ３ ２ の 駆 動 力 と
対 向 す る た め の 、 当 該 駆 動 力 よ り も 小 さ な 弾 性 力 を ピ ス ト ン ３ ２ に 付 与 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
ソ ケ ッ ト １ ３ の 空 洞 ３ １ の 底 面 中 央 部 に は 、 ピ ス ト ン ３ ２ に 対 し 、 ボ ル ト 頭 部 ９ に 接 近 す
る 方 向 へ と エ ア の 背 圧 を 作 用 さ せ る た め の エ ア 回 路 ３ ７ が 連 通 さ れ て い る 。 エ ア 回 路 ３ ７
は 、 空 洞 ３ １ の 底 面 中 央 部 か ら ソ ケ ッ ト １ ３ の 外 周 面 へ 向 け て 放 射 状 に 延 び 、 ソ ケ ッ ト １
３ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 環 状 溝 ３ ８ に 開 口 ３ ９ を 形 成 し て い る （ 図 ４ 参 照 ） 。 ソ ケ ッ ト １
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３ の 外 周 面 は 、 イ ン パ ク ト レ ン チ １ １ の 本 体 １ ２ に 対 し 、 ボ ル ト ４ ０ に よ っ て 固 定 さ れ る
ソ ケ ッ ト 保 持 部 ４ １ の 、 ス リ ー ブ ４ ２ に よ っ て 回 転 可 能 に 保 持 さ れ て い る 。 ま た 、 ソ ケ ッ
ト １ ３ 外 周 面 の 環 状 溝 ３ ８ お よ び 開 口 ３ ９ は 、 ス リ ー ブ ４ ２ に 保 持 さ れ る Ｏ リ ン グ ４ ３ に
よ っ て 密 閉 さ れ て い る 。 さ ら に 、 ス リ ー ブ ４ ２ の 貫 通 穴 ４ ４ に 固 定 さ れ る ジ ョ イ ン ト ４ ５
に 、 エ ア 管 路 ２ ２ を 連 結 し て い る 。 よ っ て 、 エ ア 管 路 ２ ２ と ソ ケ ッ ト １ ３ 外 周 面 の 環 状 溝
３ ８ お よ び 開 口 ３ ９ と は 、 気 密 性 を も っ て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
ま た 、 ピ ス ト ン ３ ２ の 内 筒 部 に は 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を 配 置 し て い る 。 図 示 の マ ー キ ン
グ 手 段 ４ ６ は 、 ピ ス ト ン ３ ２ の 内 筒 部 に 挿 通 可 能 な 円 筒 状 の イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ を 備
え る 押 捺 ス ポ ン ジ で あ る 。 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の 基 端 部 ４ ８ と ピ ス ト ン ３ ２ の 底 部 ４
９ と の 間 に は 、 圧 縮 バ ネ ５ ０ を 介 在 さ せ て い る 。 な お 、 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の 基 端 部
４ ８ を 、 圧 縮 バ ネ ５ ０ の コ イ ル 径 よ り も 小 径 の 突 起 状 に 形 成 す る こ と に よ り 、 圧 縮 バ ネ ５
０ の 位 置 決 め を 施 す こ と が 可 能 で あ る 。
さ ら に 、 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の 先 端 部 と 、 凹 部 ３ ０ に 捩 じ 込 ま れ る 止 め ネ ジ ３ ５ と の
間 に 、 バ ネ ５ １ を 配 置 し て い る 。 バ ネ ５ １ は 、 圧 縮 バ ネ ５ ０ の 弾 性 力 に 対 向 す る 比 較 的 小
さ な 弾 性 力 を 、 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ に 付 与 す る も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
上 記 構 成 を な す イ ン パ ク ト レ ン チ １ １ に よ る と 、 ボ ル ト の 締 付 け 作 業 お よ び ボ ル ト 頭 部 ９
へ の マ ー キ ン グ 作 業 は 、 次 の 手 順 で 行 わ れ る 。
作 業 者 は 、 イ ン パ ク ト レ ン チ １ １ の グ リ ッ プ 部 １ ５ を 握 り 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 凹 部 ３ ０ を ボ
ル ト 頭 部 ９ に 嵌 合 さ せ る 。 そ し て 、 ト リ ガ １ ７ を 引 く こ と に よ り 、 エ ア モ ー タ １ ４ を 回 転
さ せ 、 エ ア モ ー タ １ ４ に 駆 動 さ れ る 出 力 角 軸 ２ ４ に よ り ソ ケ ッ ト １ ３ を 回 転 駆 動 す る 。 ボ
ル ト の 締 付 け ト ル ク が 規 定 値 に 達 し た 時 点 で 、 シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ １ ９ が 閉 じ 、 エ ア モ ー
タ １ ４ へ の エ ア の 供 給 を 停 止 す る 。 よ っ て 、 ボ ル ト を 規 定 の 締 付 け ト ル ク で 締 付 け た 時 点
で 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 回 転 は 自 動 停 止 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ １ ９ を 閉 じ る こ と に よ っ て 上 昇 す る エ ア 回 路 中 の エ ア の 背 圧 は 、 背 圧
信 号 出 力 口 ２ １ か ら 取 出 さ れ 、 エ ア 管 路 ２ ２ 、 ジ ョ イ ン ト ４ ５ 、 ス リ ー ブ ４ ２ の 貫 通 穴 ４
４ 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 環 状 溝 ３ ８ 、 開 口 ３ ９ 、 エ ア 回 路 ３ ７ を 介 し て 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 空 洞
３ １ （ シ リ ン ダ 室 ） へ と 送 ら れ る 。 こ の 際 、 エ ア 管 路 ２ ２ と ソ ケ ッ ト １ ３ 外 周 面 の 、 環 状
溝 ３ ８ お よ び 開 口 ３ ９ と の 間 で 、 エ ア 漏 れ を 生 ず る こ と は な い 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
ソ ケ ッ ト １ ３ の 空 洞 ３ １ へ と エ ア の 背 圧 が 送 ら れ る こ と で 、 ピ ス ト ン ３ ２ は 、 バ ネ ３ ６ の
弾 性 力 に 対 向 し て 、 ボ ル ト 頭 部 ９ へ と 接 近 し て い く 。 こ の 際 、 ピ ス ト ン ３ ２ の 駆 動 を 開 始
し て か ら マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ が ボ ル ト 頭 部 ９ に 当 接 す る ま で の 間 は 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６
と ピ ス ト ン 底 部 ４ ９ と の 間 に 設 け た 圧 縮 バ ネ ５ ０ は 縮 む こ と な く 、 バ ネ ５ １ が 縮 む こ と に
よ り 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ と ピ ス ト ン ３ ２ と の 位 置 関 係 を 保 ち つ つ 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６
を ボ ル ト 頭 部 ９ へ と 接 近 さ せ る 。 そ し て 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ で あ る 押 捺 ス ポ ン ジ を ボ ル
ト 頭 部 に 当 接 さ せ 、 イ ン ク を ボ ル ト 頭 部 ９ に 塗 布 す る 。 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ で あ る 押 捺 ス
ポ ン ジ が ボ ル ト 頭 部 ９ に 当 接 し た 時 点 で 、 ピ ス ト ン ３ ２ が 作 動 ス ト ロ ー ク 端 部 ま で 移 動 し
て い な い 場 合 で あ っ て も 、 ピ ス ト ン ３ ２ の 動 作 は 継 続 さ れ る 。 ピ ス ト ン ３ ２ が 作 動 ス ト ロ
ー ク 端 部 に 至 る ま で の 間 は 、 圧 縮 バ ネ ５ ０ が 縮 み 、 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の 基 端 部 ４ ８
と ピ ス ト ン ３ ２ の 底 部 ４ ９ と を 接 近 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
ボ ル ト 頭 部 ９ へ の マ ー キ ン グ 作 業 を 終 了 し た 後 、 作 業 者 は 、 ト リ ガ １ ７ を 戻 す こ と で 、 ト
リ ガ バ ル ブ １ ８ を 閉 じ る 。 す る と 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 空 洞 ３ １ へ と 送 ら れ て い た エ ア の 背 圧
は 急 激 に 低 下 し 、 ピ ス ト ン ３ ２ は バ ネ ３ ６ の 弾 性 力 に よ っ て 原 位 置 へ と 押 戻 さ れ る 。 そ し
て 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を ボ ル ト 頭 部 ９ か ら 離 間 さ せ る 。 こ の 際 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の
ボ ル ト 頭 部 ９ へ の 接 近 時 に 縮 ん だ 圧 縮 バ ネ ５ ０ が 再 び 伸 び て 、 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ の
基 端 部 ４ ８ と ピ ス ト ン ３ ２ の 底 部 ４ ９ と の 距 離 を 、 再 び 当 初 の 状 態 に 戻 す 。 さ ら に 、 バ ネ
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５ １ の 弾 性 力 に よ っ て 、 後 退 す る ピ ス ト ン ３ ２ に マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を 追 従 さ せ 、 原 位 置
へ と 押 戻 す こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
上 記 構 成 を な す 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 次 の よ う な 作 用 効 果 を 得 る こ と が 可 能 で あ
る 。 ま ず 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 ボ ル ト の 締 付 け ト ル ク が 規 定 ト ル ク に 達 し た 時
点 で エ ア モ ー タ １ ４ を 自 動 停 止 さ せ る た め の 、 シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ １ ９ を 閉 じ る こ と に よ
り 上 昇 す る エ ア の 背 圧 を 、 エ ア 管 路 ２ ２ に よ っ て 、 ソ ケ ッ ト １ ３ に 内 蔵 し た ピ ス ト ン ３ ２
へ と 送 り 、 そ の 駆 動 に 利 用 す る 。 そ し て 、 ボ ル ト の 締 付 け ト ル ク が 規 定 ト ル ク に 達 し た 後
に 、 ピ ス ト ン ３ ２ に 駆 動 さ れ る マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ に よ り 、 ボ ル ト 頭 部 に マ ー キ ン グ を 施
す こ と が で き る 。 こ こ で 、 ソ ケ ッ ト １ ３ へ と 供 給 さ れ る も の は あ く ま で も エ ア で あ る こ と
か ら 、 エ ア 管 路 ２ ２ 中 に 目 詰 ま り を 起 こ す と い っ た 不 具 合 は 生 じ 得 な い も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
ま た 、 ソ ケ ッ ト 保 持 部 ４ １ の ス リ ー ブ ４ ２ は 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 外 周 面 を 回 転 可 能 に 密 閉 保
持 し 、 か つ 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 外 周 面 に 開 口 す る ピ ス ト ン と の 連 通 路 （ エ ア 回 路 ３ ７ 、 環 状
溝 ３ ８ 、 開 口 ３ ９ ） を 、 エ ア 管 路 ２ ２ と 連 通 さ せ る も の で あ る こ と か ら 、 ボ ル ト の 締 付 け
に 必 要 な ソ ケ ッ ト １ ３ の 回 転 を 阻 害 す る こ と な く 、 イ ン パ ク ト レ ン チ １ １ に 内 蔵 さ れ た エ
ア の 供 給 回 路 （ 図 ２ ） か ら 、 ソ ケ ッ ト １ ３ に 内 蔵 し た ピ ス ト ン ３ ２ へ と 、 エ ア の 背 圧 を 供
給 す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に よ れ ば 、 凹 部 ３ ０ の 奥 方 に 設 け た マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を 、 ボ
ル ト 頭 部 ９ へ と 接 近 さ せ る た め の ピ ス ト ン ３ ２ の 駆 動 力 を 、 エ ア 管 路 ２ ２ に よ っ て 供 給 さ
れ る エ ア の 背 圧 に よ っ て 得 る と 共 に 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を ボ ル ト 頭 部 ９ か ら 離 間 さ せ 原
位 置 へ と 戻 す た め の 駆 動 力 を 、 バ ネ ３ ６ に よ っ て 得 る こ と で 、 マ ー キ ン グ 手 段 ３ ６ の 駆 動
構 造 の 単 純 化 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ と ピ ス ト
ン 底 部 ４ ９ と の 間 に 圧 縮 バ ネ ５ ０ を 介 在 さ せ る こ と に よ り 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を ピ ス ト
ン ３ ２ に 対 し 浮 動 支 持 し て い る 。 し た が っ て 、 ピ ス ト ン ３ ２ の 作 動 ス ト ロ ー ク を 変 更 す る
こ と な く 、 高 さ の 異 な る ボ ル ト 頭 部 ９ に 対 す る 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の 当 接 圧 力 の 適 正 化
を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
こ こ で 、 ピ ス ト ン ３ ２ の 駆 動 を 開 始 し て か ら マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ が ボ ル ト 頭 部 ９ に 当 接 す
る ま で の 間 は 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ と ピ ス ト ン 底 部 ４ ９ と の 間 に 設 け た 圧 縮 バ ネ ５ ０ は 縮
む こ と な く 、 圧 縮 バ ネ ５ ０ の 弾 性 力 に 対 向 す る 比 較 的 小 さ な 弾 性 力 を マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６
の イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ に 付 与 す る バ ネ ５ １ が 縮 む こ と に よ り 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ と
ピ ス ト ン ３ ２ と の 位 置 関 係 を 保 ち つ つ 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を ボ ル ト 頭 部 ９ へ と 接 近 さ せ
る さ せ る こ と が で き る 。 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ が ボ ル ト 頭 部 ９ に 当 接 し た 後 は 、 圧 縮 バ ネ ５
０ が 縮 み 、 ピ ス ト ン 底 部 ４ ９ と マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ と の 距 離 を 縮 め 、 ボ ル ト 頭 部 ９ の 高 さ
の バ ラ ツ キ の 分 を 吸 収 す る 。 一 方 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を ボ ル ト 頭 部 ９ か ら 離 間 さ せ る 際
に は 、 ま ず 、 圧 縮 バ ネ ５ ０ が 元 の 状 態 ま で 伸 び 、 そ の 後 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の ボ ル ト 頭
部 ９ へ の 接 近 時 に 縮 ん だ バ ネ ５ １ の 弾 性 力 に よ っ て 、 後 退 す る ピ ス ト ン ３ ２ に マ ー キ ン グ
手 段 ４ ６ を 追 従 さ せ 、 原 位 置 へ と 戻 す こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
ま た 、 本 発 明 の 実 施 の 形 態 で は 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ に イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ を 備 え る
押 捺 ス ポ ン ジ を 用 い る こ と に よ り 、 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ か ら 一 定 量 の イ ン ク を 押 捺 ス
ポ ン ジ に 供 給 し て 、 複 数 の ボ ル ト 頭 部 ９ に 対 し 連 続 的 に マ ー キ ン グ 作 業 を 行 う こ と が 可 能
と な る 。 こ こ で 、 押 捺 ス ポ ン ジ か ら ボ ル ト 頭 部 ９ へ と 塗 布 さ れ る イ ン ク は 、 ソ ケ ッ ト １ ３
の 内 部 に 格 納 さ れ て お り 、 ソ ケ ッ ト １ ３ の 外 部 か ら 供 給 さ れ る 構 成 を 採 ら な い の で 、 従 来
（ 図 ５ 参 照 ） の 如 く 、 ソ ケ ッ ト 外 部 か ら イ ン ク を 供 給 す る 際 に 、 供 給 管 路 に イ ン ク の 目 詰
ま り を 生 ず る と い っ た 問 題 は 発 生 し な い 。 ま た 、 外 部 か ら ソ ケ ッ ト へ と イ ン ク を 供 給 す る
た め に 必 要 と な る 、 塗 料 タ ン ク 、 ベ ン チ ュ リ ー バ ル ブ 、 配 管 チ ュ ー ブ 、 塗 料 調 整 弁 な ど の
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複 雑 で 高 価 な 構 成 が 不 用 で あ り 、 マ ー キ ン グ 手 段 の 単 純 化 が 図 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
な お 、 押 捺 ス ポ ン ジ の 硬 度 が 比 較 的 低 い 場 合 に は 、 押 捺 ス ポ ン ジ 自 体 の 変 形 に よ っ て 、 高
さ の 異 な る ボ ル ト 頭 部 に 対 す る 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の 当 接 圧 力 の 適 正 化 を 図 る こ と が 可
能 で あ る こ と か ら 、 ピ ス ト ン ３ ２ を 有 底 筒 状 と し 、 ピ ス ト ン ３ ２ の 内 筒 部 に マ ー キ ン グ 手
段 ４ ６ を 浮 動 支 持 す る 構 造 は 不 要 で あ る 。 か か る 場 合 に は 、 ピ ス ト ン ３ ２ と マ ー キ ン グ 手
段 ４ ６ と を 一 体 構 造 、 若 し く は 、 ピ ス ト ン ３ ２ に 対 し マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ を 着 脱 自 在 に 固
定 す る 構 造 を と る こ と と す る 。 一 方 、 押 捺 ス ポ ン ジ の 硬 度 が 比 較 的 高 い 場 合 に は 、 高 さ の
異 な る ボ ル ト 頭 部 ９ に 対 す る 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の 当 接 圧 力 の 適 正 化 を 図 る た め に 、 図
示 の 如 く マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の 浮 動 支 持 構 造 を 採 用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
さ ら に 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ と し て の イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ ４ ７ を 備 え る 押 捺 ス ポ ン ジ に 代
え て 、 例 え ば 、 打 撃 ピ ン を 用 い る こ と も 可 能 で あ る 。 か か る 場 合 に は 、 ピ ス ト ン ３ ２ に 駆
動 さ れ る 打 撃 ピ ン に よ っ て ボ ル ト 頭 部 ９ に 窪 み を 形 成 す る こ と で 、 複 数 の ボ ル ト 頭 部 に 対
し 連 続 的 に マ ー キ ン グ 作 業 を 行 う こ と が 可 能 と な る 。
こ の よ う に 、 打 撃 ピ ン を マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ に 用 い る 場 合 で も 、 マ ー キ ン グ を す べ き ボ ル
ト 頭 部 ９ の 高 さ を 一 定 の も の に 制 限 す る 場 合 に は 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の 浮 動 支 持 構 造 は
不 用 と な る （ 押 捺 ス ポ ン ジ の 硬 度 が 比 較 的 高 い 場 合 も 同 様 で あ る 。 ） 。 一 方 、 高 さ の 異 な
る ボ ル ト 頭 部 に マ ー キ ン グ を 施 す 必 要 が あ る 場 合 に は 、 高 さ の 異 な る ボ ル ト 頭 部 ９ に 対 す
る 、 打 撃 ピ ン の 当 接 圧 力 の 適 正 化 を 図 る た め に 、 マ ー キ ン グ 手 段 ４ ６ の 浮 動 支 持 構 造 を 採
用 す る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
【 発 明 の 効 果 】
本 発 明 は こ の よ う に 構 成 し た の で 、 イ ン パ ク ト レ ン チ に マ ー キ ン グ 手 段 を 設 け 、 作 業 者 が
工 具 を 持 ち 替 え る こ と な く ボ ル ト の 締 付 け 作 業 お よ び 締 付 け 作 業 完 了 の マ ー キ ン グ を 行 う
こ と が 可 能 と な り 、 ボ ル ト の 締 付 け 作 業 お よ び 締 付 け 状 態 の 確 認 を 効 率 的 に 行 う こ と が 可
能 と な る 。 ま た 、 簡 単 な 構 造 の マ ー キ ン グ 手 段 を 構 成 す る こ と で 、 保 守 管 理 を 容 易 と し か
つ 故 障 の 発 生 も 少 な く 、 信 頼 性 の 高 い マ ー キ ン グ 機 能 付 き ボ ル ト 締 付 け 手 段 を 提 供 す る こ
と が 可 能 と な る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 の 形 態 に 係 る イ ン パ ク ト レ ン チ を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に 示 す イ ン パ ク ト レ ン チ に 内 蔵 さ れ た 、 エ ア の 供 給 回 路 を 示 す 概 略 図 で あ る
。
【 図 ３ 】 図 １ に 示 す イ ン パ ク ト レ ン チ の 、 符 号 Ａ で 示 す 二 点 鎖 線 で 囲 ん だ 部 分 を 断 面 で 図
し し た も の で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ に 示 す イ ン パ ク ト レ ン チ の 、 ソ ケ ッ ト の 外 観 を 示 す 立 体 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 従 来 の 、 マ ー キ ン グ 手 段 を 設 け た ナ ッ ト ラ ン ナ ー の 要 部 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
９ 　 頭 部
１ １ 　 イ ン パ ク ト レ ン チ
１ ３ 　 ソ ケ ッ ト
１ ４ 　 エ ア モ ー タ
１ ８ 　 ト リ ガ バ ル ブ
１ ９ 　 シ ャ ッ ト オ フ バ ル ブ
２ ０ 　 分 岐 管 路
２ １ 　 背 圧 信 号 出 力 口
２ ２ 　 エ ア 管 路
２ ４ 　 出 力 角 軸
２ ５ 　 角 穴
３ ０ 　 凹 部
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３ ２ 　 ピ ス ト ン
３ ６ 　 バ ネ
３ ７ 　 エ ア 回 路
３ ８ 　 環 状 溝
３ ９ 　 開 口
４ １ 　 ソ ケ ッ ト 保 持 部
４ ２ 　 ス リ ー ブ
４ ３ 　 Ｏ リ ン グ
４ ４ 　 貫 通 穴
４ ５ 　 ジ ョ イ ン ト
４ ６ 　 マ ー キ ン グ 手 段
４ ７ 　 イ ン ク カ ー ト リ ッ ジ
４ ９ 　 ピ ス ト ン の 底 部
５ ０ 　 圧 縮 バ ネ
５ １ 　 バ ネ
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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